
2018年度 2019年度 2020年度 3年間

カメラ日 986 1107 769 2862

撮影数 539 623 436 1598

撮影頻度 0.55 0.56 0.57 0.56

多様度指数 0.70 0.56 0.59 0.62

研究の背景

学校林を利用する哺乳類の３年間の推移 ～自動撮影装置による調査から～

目的と方法

目的 学校林を利用する哺乳類の傾向と，年度ごとの推移を考察する。

調査方法
赤外線センサーにより通過した動物を自動撮影をするカメラを学校林に設

置し，撮影された動物種，撮影日時を記録した。
2018年4月～2021年3月に撮影された哺乳類のデータを対象とした。

自動撮影カメラについて
林内の「けもの道」や「ヌタ場」の前にカメラを固定し，主に地上の動物を撮

影した。カメラは麻里布商事のFieldnote DUOおよびLtl-Acornを使用した。
約2週間ごとにデータを回収し，撮影された動物種，撮影日時を記録した。

同一個体による15分以内の連続撮影は1回としてカウントした。
京都府に分布するネズミ科8種，イタチ属2種は写真から判別することが難

しいため，それぞれ「ネズミ類」「イタチ類」として記録した。

撮影データの比較方法
月ごとのカメラ設置数が異なるため，1カメラ日当たり

の撮影頻度で比較した。

［カメラの設置日数］× ［台数］＝ ［カメラ日］

［撮影数］÷ ［カメラ日］＝ ［撮影頻度］

生物多様性の評価
月ごとにSimpson の多様度指数D を求めた。

アライグマ（計50回）アナグマ（計36回） イノシシ（計200回）イタチ類（計11回）

タヌキ（計58回） ニホンジカ（計943回）テン（計118回）

ネズミ類（計23回）ニホンリス（計96回） ホンドザル（計1回）ハクビシン（計54回）

撮影された動物

.動物種ごとの撮影割合（上位5種）.

撮影期間 2018年4月1日～2021年3月31日

.年度ごとの集計結果. .動物種ごとの集計結果.

ツキノワグマは京都府南部に分布していないため，
他の地域から来た「はぐれ熊」だと考えられる。

(1) 学校林の利用傾向

.ドングリ.

.クリ.

.月ごとの撮影頻度の変化.

(2) 台風によるかく乱

.ニホンジカの撮影頻度と撮影割合.

.台風前の林内. .台風後の林内.

(3) 樹上動物への影響

撮影頻度と多様度指数を以上のように定義し，考察を行った。
年度ごとに見ると，撮影頻度にはあまり変化が見られないが，撮影された動物種の割合に

は変化が見られた。ここから，学校林を利用している動物数は毎年一定だが，その内訳は年
度ごとに変化していることが分かった。

月ごとに見ると，撮影頻度と多様度指数は秋頃に大きくなる傾向があった。これはドングリ
などの餌が豊富になり，多くの動物が学校林に来たからだと考えられる。

どの年度でも7月に多様度指数が低下していた。これはニホンジカ以外の動物がほとんど
撮影されなかったのが原因だった。梅雨時期のため，雨によりニホンジカ以外の動物はあま
り活動していなかったが，ニホンジカはこの時期に大きく成長する植物を求めて，活動的に
なっていたのではないかと考えられる。

考察

年度ごとに多様度指数を見ると，2018年度に比べて，
他の年度は低下していた。これは，2018年9月に発生し
た大型台風により，学校林が大きくかく乱されたことが
きっかけではないかと推察した。

2018年9月，10月の撮影頻度が他の年度の同じ月と
比べて低いのは，台風による倒木等で，学校林の環境
が変化したからではないかと考えられる。この影響で学
校林を利用する動物相に変化が生じ，2019年度以降の
多様度指数の低下につながったと考えられる。

根拠として，2018年度に比べ，2019年度，2020年度で
はニホンジカの撮影頻度，撮影割合が増加していること
がある。倒木により林床まで光が届くようになり，草木
の新芽が出るようになった。これを餌とするニホンジカ
が学校林を多く利用するようになり，他の動物の利用が
少なくなったのではないかと考えられる。

主に樹上を利用するテンとニホンリスの撮影頻度は，3年間で2019年度だけ大きく低下していた。これも
2018年9月の大型台風による影響だと考えられる。

台風により樹上の環境が悪化し，2019年度は学校林をあまり利用しなかったのではないだろうか。しかし，
時間経過により樹上の環境が回復し，2020年度には戻ってくるようになったと考えられる。

毎年一定の哺乳類が学校林を利用していた。しかし，利用する動物
種の割合は年度ごとに変化していた。

2019年度以降，生物多様性が低下していた。台風や感染症による
かく乱が原因ではないかと考えられる。

３年間の調査データから分かったこと

.イノシシの撮影頻度と撮影割合.

ニホンジカの次に撮影数が多いイノシシは，年度ごとに撮影頻度が低下し，2020年12月以降は撮影され
なかった。これは近年流行している豚熱（CSF）という感染症が原因だと考えられる。京都府南部の山城広
域振興局から，「2020年度の冬に宇治地区のイノシシが豚熱によりほぼ全滅した」という情報を得たが，これ
は学校林で撮影されなくなった時期と一致していた。

2019年度以降の多様度指数の低下は，イノシシの減少も要因の一つではないかと考えられる。

参考文献 ・日本の哺乳類［改定2版］（阿部永ら，2008） ・野生動物管理-理論と技術-（羽山伸一ら，2012）
・京都府の哺乳類一覧（京都府ホームページ）

調査結果

キツネ（計6回）

京都府宇治市にある莵道高校の敷地内には，「莵道の森」と呼ばれる学校林がある。林内には広葉樹を主
とした二次林，スギの人工林，土砂崩れによりできた草原が見られ，多くの動物が利用している。

京都府立莵道高等学校 科学部

.京都府南部の航空写真. .莵道高校の航空写真.
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学校林
「莵道の森」

.自動撮影カメラ.

⚠

.月ごとの多様度指数の変化.

[撮影頻度] ＝ [動物による学校林の利用頻度]

[多様度指数] ＝ [学校林の利用しやすさ]

(4) イノシシの消失

.テンの撮影頻度と撮影割合. .ニホンリスの撮影頻度と撮影割合.

.月ごとのイノシシの撮影頻度.

①

②

.年度ごとの多様度指数.


